
安全上のご注意

このたびは、河村の「自動点滅タイマー」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

　　　　　：取り扱いを誤った場合に危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける

施工前に

（１）仕様がご要求のものと一致しているかを銘板によりお確かめください。

（２）輸送中の事故などにより、製品が破損していないかをお確かめください。

施工上の危険

　　危険

（１）有資格者以外の方の電気工事は法律で禁止されています。

（２）活線工事はおやめください。

施工上の注意

　　注意

（１）次のような場所へは取り付けないでください。誤動作・寿命低下につながります。

　　①周囲温度が－１０℃～５０℃の範囲を超える場所
　　②湿気が多い場所

施工工事業者様へのお願い

施工終了後は、下記の連絡先にご記入後、この取扱説明書を需要家様へお渡しください。

施工工事業者名

連絡先

施工年月日

　　　　年　　月　　日

ＴＥＬ／　　　　（　　　）

使用上の危険

（１）濡れた手では触れないでください。感電の恐れがあります。
（２）端子台および端子台のねじには触れないでください。感電の恐れがあります。

　　危険

　　危険

保守・点検上の危険

（１）有資格者以外の方の電気工事は法律で禁止されています。

（２）異常（発熱、におい、煙など）がありましたら直ちに使用を中止し、施工工事業者へ

　　注意

保守・点検上の注意

（１）清掃は柔らかい布で乾拭きしてください。
　　　ガソリン、ベンジン、シンナーなどは製品を傷めますので使用しないでください。
（２）端子台のねじは定期的に増し締めを行なってください。
　　　なお、増し締めは電気工事業者などの有資格者により正しく実施してください。

　この自動点滅タイマーは、自動点滅器（ＥＥスイッチ）を接続する端子を備え、接続した

ＥＥスイッチと内部のタイマーにより負荷のＯＮ－ＯＦＦ制御ができる製品です。
回路試験用のスナップスイッチを備え、負荷の強制的なＯＮ－ＯＦＦ制御も可能です。

《基本動作》

  ＥＥスイッチと内部タイマーの組み合わせにより負荷を制御するため、［例１］［例２］

のように両方の機能がＯＮの時のみ出力がＯＮとなります。

１．機　能

タイマーやＥＥスイッチの状態にかかわらずマグネットをＯＦＦします。

タイマーやＥＥスイッチの状態にかかわらずマグネットをＯＮします。

【分／－】ボタン ・・・各設定値を入力します。

【時／＋】ボタン ・・・各設定値を入力します。

【設定or切換】ボタン ・・・項目の設定や切換えをします。

回路切換ｽｲｯﾁ

ﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝ

設定ﾎﾞﾀﾝ

端子ｶﾊﾞｰ

動作切換ｽｲｯﾁ 

操作ｶﾊﾞｰ

３．各部の名称と操作 （端子カバーはこの製品を単体で購入された時のみ付属されています。）

回路２

回路１

回路２ 外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰ2による定時制御

回路１ 内部ﾀｲﾏｰ1のみによる定時制御

回路２ 外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰ2による定時制御

回路１ 外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰ1による定時制御

回路１ 外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰによる定時制御(無電圧出力)

回路１ 外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰによる定時制御(有電圧出力)

機能

ＥＥＵ－ＴＭ１Ｓ

ＥＥＵ－ＴＭ２Ｓ

ＥＥＵ－ＴＭ２

ＥＥＵ－ＴＰ１Ｈ

ＥＥＵ－ＴＭ１

２回路タイプ

１回路タイプ

品番回路数

自動点滅タイマー
（24時間）

品名

２．品　種

■回路切換スイッチ　（２回路タイプのみ）

　・・・設定時に回路１と回路２を切換えます。

　　・・・各設定を選択し制御動作を開始させます。

　（１） 入

　（３）自動

　（２） 切

タイマーとＥＥスイッチでマグネットのＯＮ－ＯＦＦ制御をします。

外付けEEｽｲｯﾁのみによる制御

外付けEEｽｲｯﾁと内部ﾀｲﾏｰによる定時制御

　　危険

据え付け、使用、保守、点検の前に必ずこの取扱説明書をすべて熟読され、製品の知識、安全の情報、

　　　　　：取り扱いを誤った場合に危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける

　　　　　　可能性が想定される場合、および物的損害だけの発生が想定される場合。

（３）開梱した時、水濡れがないことを確認された後に、ご使用ください。

　　　短絡による故障、焼損、火災または接触による感電、火傷の原因となります。

（２）施工時に、ゴミ、コンクリート粉、鉄粉などの異物が製品内部に入らないようにしてください。

（３）端子台のねじの締め付けは確実に行なってください。発熱、故障の原因となります。

（４）端子台以外のねじは外さないでください。故障の原因となります。

（５）施工後は必ず端子カバーおよび操作カバーを取り付けてください。

　　　　　　可能性が想定される場合。

　　注意

丁寧に開梱し、次の点をお確かめください。

■ロータリースイッチ（２回路タイプのみ）

■動作切換スイッチ　（ＥＥＵ－ＴＭ１，ＴＰ１Ｈのスイッチは１個です）

■設定ボタン

そして注意事項のすべてについて習熟された上で正しくご使用ください。

また、この取扱説明書はお手元に大切に保管してください。

なお、「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

　　③振動、衝撃、磁気が強い場所

　　④油、水滴、雨、日光が直接あたる場所

　　⑤埃、粉塵、塩分、油煙、腐食性ガスが多い場所

　　　連絡して点検をしてください。

TM1SX-H03

押すと設定内容が
リセットされます

（２回路タイプのみ）

［例１］ ［例２］

ＥＥスイッチ ＥＥスイッチ

内部タイマー 内部タイマー

マグネット出力 マグネット出力

ﾛｰﾀﾘｰｽｲｯﾁ

（２回路タイプのみ）

取　扱　説　明　書

自動点滅タイマー（24時間タイプ）EEU-TM1,TM2,TM1S,TM2S,TP1H 共通

ＥＥスイッチの感度をお確かめ下さい。

（５）接続するＥＥスイッチには、感度を調整するタイプのものがあります。動作がおかしい場合は

この場合、接続されたすべてのＭＣの合計投入容量は５００ＶＡ以下として下さい。

（４）ＥＥスイッチを使用せず自動点滅ﾀｲﾏｰのみで使用する場合は、端子S1とS2を短絡して下さい。

（３）ＭＣごとに試験スイッチが必要な場合は、増設器(EEU-EM/-EMS)をご利用下さい。

（２）接続するＥＥスイッチは、本タイマーと同じ電圧のものを使用して下さい。

ただし、全てのＭＣの合計投入容量がＥＥスイッチの接点定格容量を超えないこと。
三菱　ＳＫ９５　　　（ＡＣ１００Ｖ）・・・・・　　１台以下

［例］　　三菱　ＳーＦ２０ＤＰ（ＡＣ１００Ｖ）・・・・・　　５台以下
三菱　ＳＫ６５　　　（ＡＣ１００Ｖ）・・・・・　　２台以下

（１）１台のタイマーに接続できるＭＣは、コイルの投入容量の合計が２５０ＶＡ以下です。

また、２回路タイプは回路ごとに２５０ＶＡまで接続できます。

注意

４．時計表示部の名称

設定時に点滅

ON-OFF表示

設定モード表示

時刻表示

１ ２

６．接続方法

ON:　　　　OFF:

５．仕　様

自動点滅タイマー（２４時間）品　　名

品　　番 EEU-TP1Ｈ

操作電源 AC100-200V　50/60Hz AC100V　50/60Hz

出力点数 １ ２ １

出力形式 有電圧 無電圧ａ接点

出力電圧 操作電圧と同じ －

出力電流 合計　３Ａ　（力率＝１） －

接点容量 － AC100V 15A（力率＝１）

白熱球　：６００Ｗ
蛍光灯（グロー）：５００Ｗ
蛍光灯（ｲﾝﾊﾞｰﾀ）：４００Ｗ

－適用負荷

取付方法 ＊１ 協約型取付・表面ねじ取付・ＤＩＮレール取付共用

使用温湿度 －１０～５０℃　　８５％以下

重　　量 １８５ｇ １９５ｇ １９５ｇ

方　式 水晶発振式

表示形式 ２４時間表示

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ周期 ２４時間

ON-OFF回数 １回／日

最小設定単位 １分

時計精度 月差±１５秒（２５℃）

停電補償 １０年

時

計

表

示

部

EEU-TM1 EEU-TM2,TM1S,TM2S

＊１：ＤＩＮレール用フックはオプションです。

（自動点滅増設器への接続は、増設器の取扱説明書をご覧ください）

（３）ＥＥＵ－ＴＭ２

P1 P2 P3 P4 P5 P6

ＥＥ送り

タイマ

S1 S2 S3 S4 S5 S6

黒 赤 白

ＥＥスイッチ

負
荷
ＥＥ＋タイマ

（４）ＥＥＵ－ＴＭ２Ｓ
AC100-200V AC100-200V

ﾀｲﾏ1送り送り

(EE+ﾀｲﾏ1) 電源送り

(EE+ﾀｲﾏ2)送り

電源送り

(EE+ﾀｲﾏ2)送り

P2P1 P3 P4 P5 P6 P1 P2 P3 P4 P5 P6

ＥＥ送り ＥＥ送り
タイマ１

タイマ２

タイマ１

タイマ２
SW1 SW2 SW1 SW2

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S1 S2 S3 S4 S5 S6

黒 赤 白 黒 赤 白

MC2

MC1

ＥＥ＋タイマ２

タイマ１

MC2 ＥＥ＋タイマ２

ＥＥ＋タイマ１MC1

ＥＥスイッチ ＥＥスイッチ

Ｐ３へ

Ｐ６へ

Ｐ３へ

Ｐ６へ

外部強制入りＳＷ
ﾀｲﾏｰのSWが自動の場合
このSWでMCをONできます

外部強制入りＳＷ
ﾀｲﾏｰのSWが自動の場合
このSWでMCをONできます

EEｽｲｯﾁには接続されません

AC100-200V
電源送り

（EE＋タイマ）送り

P1 P2 P3 P4 P5 P6

自
動 入
切タイマ

SW

S1 S2 S3 S4 S5 S6

MC黒 赤 白
ＥＥ＋タイマ

MC
Ｃｄｓ

接点 リレー

外部強制入りＳＷ

ＥＥスイッチ タイマーのSWが自動の場合
このSWでMCをONできます

電源送り

（EE＋タイマ）送り

AC100V

SW

自
動 入
切

外部強制入りＳＷ

タイマーのSWが自動の場合
このSWでMCをONできます

（１）ＥＥＵ－ＴＭ１ （２）ＥＥＵ－ＴＰ１Ｈ

（５）ＥＥＵ－ＴＭ１Ｓ

SW1 SW2

S1 S2 S3 S4 S5 S6

P1 P2 P3 P4 P5 P6

MC1

MC2

黒 赤 白

ＥＥスイッチ

タイマ

ＥＥ送り

AC100-200V

ＥＥ送り

電源送り

(EE+ﾀｲﾏ)送り

Ｐ６へ

Ｐ３へ

ＥＥ＋タイマ

ＥＥ

自
動
切
入

自
動
切
入

切
入

自
動
切
入

自
動

外部強制入りＳＷ
ﾀｲﾏｰのSWが自動の場合
このSWでMCをONできます

切
入

自
動

切
入

自
動

ＥＥ送り ＥＥ送り

定時入

定時切

設
 
定



２４時 ０時 ２４時０時

　Ａパターン 　Ｂパターン

７．設定方法
８．設定例

ロータリースイッチを　　　に合わせます。１

※回路切換スイッチは、回路１／回路２のどちらでも可

１
初期値：不定

ロータリースイッチを　　　に合わせます。５

５

５

切換ボタンを押す

定時切時刻設定

定時入時刻設定

初期値：０：００

初期値：０：００

０

ロータリースイッチを　　　に合わせます。０

※回路切換スイッチは、回路１／回路２のどちらでも可

設定の文字が消え

０

スイッチを　　にしてください。

・設定終了後は、必ずロータリー

・　　以外では動作しません。０

《設定記録としてご利用ください》　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月　　日）

６０

６５

（７８）

８
３

２０

９
０
．
５

９
９
．
６

７４．５

単位〔ｍｍ〕

（操作カバー装着時）

（単体取付寸法）

４
８

【定時入時刻】・・１３：００※１

【定時切時刻】・・２３：００　

ＥＥスイッチ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

【定時切時刻】・・・　 　：

【定時入時刻】・・・ 　　： 【定時入時刻】・・・ 　　：

【定時切時刻】・・・ 　　：

●回路２

■パターン ■パターン

●回路1

手順２　定時入・切時刻設定

定時切時刻設定

定時入時刻設定

初期値：０：００

初期値：０：００

初期値：不定

設定終了

運転状態

２秒後

設定ボタンを押す。
手順１　現在時刻の設定

手順３　運転

ロータリースイッチ　２，３，４，６，７

８，９では、下図の表示となります。

タイマーの設定

タイマーの設定

【定時切時刻】・・２３：００　

タイマーの設定

●ＥＥスイッチとタイマーで１日２回ＯＮ－ＯＦＦする場合

【定時切時刻】・・１０：００※２　

【定時入時刻】・・　１：００

【定時入時刻】・・　１：００

［寸法図］全品種共通寸法　（図はＥＥＵ－ＴＭ２）

現在時刻設定

設定ボタンを押す

設定ボタンを押す

設定ボタンを押す

※２回路タイプは回路ごとに設定

２－φ５

■ＥＥＵ－ＴＭ２，ＴＭ２Ｓは、回路１と回路２を別々に設定してください

●ＥＥスイッチでＯＮ、定時でＯＦＦする場合

●定時でＯＮ、ＥＥスイッチでＯＦＦする場合

（０秒リセットされる）

動作を開始します。

ＥＮＤの文字が消え

※１：「入」をＥＥスイッチで制御する場合、タイマーの【定時入時刻】は日没の時刻より

早めに設定してください。

※２：「切」をＥＥスイッチで制御する場合、タイマーの【定時切時刻】は日出の時刻より

遅めに設定してください。

動作を開始します

河村電器産業株式会社

ＴＭ１，ＴＭ１Ｓ，ＴＰ１Ｈ

（設定モードになると、時計表示部の【設定】が点滅します。）設定手順

ＴＭ２，ＴＭ２Ｓ

　　　　　　　　の設定方法
（回路毎に入・切時刻の設定ができます）

　　　　　　　　の設定方法

■ＥＥスイッチ

日没 日出
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■タイマー

13:00 23:00
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■実際の出力

日没 23:00
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■ＥＥスイッチ

日没 日出
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■タイマー

 1:00 10:00
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■実際の出力

 1:00 日出
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■ＥＥスイッチ

日没 日出
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■タイマー

23:00  1:00
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

■実際の出力

日没 23:00  1:00 日出
ＯＮ

ＯＦＦ

０時

（１）動作切換スイッチを【切】にしてから設定を行なってください。

（３）定時入・定時切時刻は、必ず設定してください。

（５）複数のボタンを押しての設定はしないでください。誤動作の原因となります。

（６）時計のコロンが点滅しなくなったり、時刻設定ができなくなった場合は、必ず動作切換スイッチを【切】にし

　　　た後に、リセットボタンを押してください。
　　　この場合、内部の設定はすべて消去されますので再度設定をやり直してください。

（７）２回路タイプの制御動作の設定は、回路１／回路２を別々に設定してください。

（８）設定を終了し、運転状態に入る前に時計表示部に右図の｢ＥＮＤ｣が表示されます。

（９）運転時は、回路切換スイッチと制御動作は関係がありません。

（10）運転時に【分／－】ボタンを押すと、秒の確認ができます。

　　　また、２回路タイプの場合、回路切換スイッチで回路を切換えて確認してください。

（12）動作切換スイッチの位置（入／切／自動）と液晶の時計表示部のＯＮ／ＯＦＦ表示は一致しません。

《設定時の注意》

（２）２回路タイプの「手順１：現在時刻・曜日の設定」では、ロータリースイッチを切換えた瞬間が０秒となりま

　　　すので、時報と同時にロータリースイッチを切換えてください。

（11）現在の設定値は、ロータリースイッチを切換える(１回路タイプは設定ボタンを押す)ごとに表示されます。

設
定

定時入

１

←設定ボタン

←時を設定

←分を設定

←設定ボタン
設
定 ←時を設定

定時切
１ ←分を設定

←設定ボタン
設
定 ←時を設定
１ ←分を設定

定時入

定時切
１

設
定

回路１
←時を設定

１ ←分を設定
回路２

←切換ボタン
設
定

回路１ 定時入
←時を設定

１ ←分を設定
回路２

←切換ボタン
設
定

回路１
←時を設定

定時切
１ ←分を設定

回路２

回路１ 定時入

定時切
１ ２

回路２

（４）ロータリースイッチは、強く引っ張ったり、押し込んだりしないでください。


